
地域概要

フィールド名 浜松文芸館

フィールドテーマ 私のまちの文芸世界

メンバー
（アート＆マネジメント）
３年 臼田奏美 小笠原凛 山本陽大
指導教員：占部史人

フィールドワーク実施協力者
浜松文芸館
・・・

これまでの活動

浜松文芸館は、平成27年よりクリエート
浜松内の4階および5階フロアの一部に移
転し、リニューアルオープンした施設。

館内では浜松市や遠州地方ゆかりの文芸
作家の資料を収集・保存し、収蔵品の常
設展・企画展を開催している。身近に文
芸を学ぶ・楽しむ場、文芸に触れ、多く
の人々と語り合う場にふさわしい環境づ
くり環境づくりを進めている。

①広報活動
浜松文芸館の知名度向上を目的として、ポスターやチラシの作成を行なった。特にポス
ターは新聞にも掲載され反響を呼んだ。また、取り組んだ活動についての資料を施設内
のショーケースに掲示し、毎年更新をしている。
②ワークショップの開催
若者に文芸の楽しさを知ってもらうために、様々なワークショップを開催した。
2年間連続で開催した「吟行DEススメ」てば、“吟行×浜松×マッフ”゚をテーマに、オリ
ジナルマップを作成した。まち歩きを通して浜松の魅力を再発見することかでぎた。
③俳句カヂャの設置
「俳句カヂャ」とは、“合作俳句”を気軽に体験できる企画てあ゙る。クリエート浜松の1
階と5階にカヂャを設置することて、゙浜松文芸館への来場者を増やすことかで゙きた。リ
ピーターの獲得もでき、今後もガチャの設置を維持していく予定てあ゙る。
④オリジナルキャラクターの作成
⑤展覧会「Contemporary（Haiku）Artー現代（俳句）美術ー」の開催
今まで行ってきた俳句と文芸の活動と、普段大学で学んでいるアート分野の知識・経験
を生かした展覧会を開催した。キャプションなどの展示方法を工夫し、俳句とアートを
融合した表現とより自由な美術鑑賞を実現することができた。

クリエート浜松外観

左：設置された俳句ガチャ

右：展覧会チラシ（表）



2024年度の活動について

これまで取り組んできたフィールドワークを振り返って

展覧会「Contemporary（Haiku）Artー現代（俳句）美術ー」の様子をまとめた図録を制作
した。

去年に行った展覧会を主に、その内容を通して今までのフィールドワーク活動全体を総括
するような冊子を目指す。

・図録の制作

刊行に向けた準備

・冊子の内容決め
・予算との擦り合わせ
・作品の解説文章の作成
・冊子デザインの作成

学内ミーティングを繰り返し行い、どのような内容にすべきかを緻密に話し合った。
また冊子デザインは外部のデザイナーの方にも意見を伺い、より完成度の高い冊子となる
ように時間をかけた。

浜松文芸館で行っている読書感想文や絵本作りの子供向けワークショップに、ボランティ
アスタッフとして参加をした。
子供たちにも文芸の楽しさを知ってもらえるように、長時間のコミュニケーションを取り
ながら支援をする事ができた。

小笠原凜
1年生の頃は、生まれ育った静岡県内中部とはまた雰囲気の違った活気と文化や街並みの魅力を浜松市
に感じ、新鮮な気持ちでフィールドワークに参加しました。
2年生のフィールドワークでは、展覧会の開催に挑戦しました。自分達の手で展覧会を運営する大変さ
はありましたが、フィールドワークメンバー全員が自ら作制した作品を展示し、個々の得意を活かす
ことで、私達にしかできない展覧会にすることができました。
3年生では、展覧会の図録デザインを担当させていただきました。メンバーや占部先生と相談しながら
制作する中で、過去のフィールドワーク活動について振り返る機会ができ、最後の一年としてふさわし
い時間にすることができました。
どの年でも、文芸館の皆さんや浜松市の皆さんと関わる中で、地域での関係づくりの大切さを現場で
学ばせていただきました。それはどの活動もたくさん方の協力があってのことだったからです。素晴
らしい機会をありがとうございました。

臼田奏美
今まで、大学のある静岡市とは離れた浜松市で俳句や文芸に関わる活動を行なってきました。街の雰
囲気も違う中で、違うからこそ気がつける浜松市の魅力やそこから生まれる文芸の楽しさを伝える方
法について、試行錯誤しながら意味ある活動を行う事ができたと感じます。
特に、去年からの展覧会に関する活動では、私たちが直接関わってはいなかった過去の企画なども含
めた経験を活かし、文芸の魅力と地域の繋がりについて考え、行動に移す事ができました。
今年度は展覧会をまとめた冊子を作成しましたが、今までのフィールドワークの活動全てが元になり
俳句の良さとは何か、そこからどう地域にアプローチしたのか、活動全体をまとめたような冊子が制
作できました。本として形に残せることで、私たちの活動も後に残せるものになったのではないかと
感じます。浜松文芸館フィールドとしての活動に様々な意味を見出せた三年間でした。

・ワークショップの手伝い

冊子の表紙 冊子の中表紙
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